
淺原 俊一郎 （あさはら しゅんいちろう）
診療科長補佐／助教役 職

専 門 領 域
（専門分野）

専門医など資格

糖尿病・代謝・内分泌学

日本内科学会総合内科専門医・指導医
日本糖尿病学会糖尿病専門医・指導医
日本内分泌学会内分泌代謝科専門医・指導医
内分泌代謝・糖尿病内科領域専門研修指導医

詳しい情報はこちら ▼ ▼ ▼ 詳しい情報はこちら ▼ ▼ ▼

●脳神経内科診療科・部門 7●糖尿病・内分泌内科診療科・部門 6

地域医療機関の先生方へ!"#$%&

　私たちは日本神経学会認定神経内科専門医26名であらゆる神経
疾患に対応できる体制をとっており、県内外の広い地域から難治性疾
患や診断困難な症例を受け入れています。初診外来は神経学的な評
価に十分な時間を確保するため、完全予約制とさせていただいておりま
す。緊急性のある症例に関しては個別対応をいたしますので、下記まで
ご連絡ください。脳神経内科が対象とする疾患は、パーキンソン病・筋
萎縮性側索硬化症・多発性硬化症などに代表される神経難病から、超

高齢社会となり増加している脳卒中・認知症・てんかんといった
common diseaseまで幅広く、脳・脊髄から末梢神経・筋の病気まで、
いわば全身を守備範囲としています。スタッフの専門性を活かして世界
水準の診療体制の構築を目指し、安全な高度医療を提供いたします。
症状としては、筋力低下、振戦、複視、眼瞼下垂、構音障害、感覚の異
常、ふらつき、意識消失、高次脳機能障害、けいれん、頭痛などでお困
りの際にはご相談ください。

■ 診療科の体制と内容
　軽症から難治性の糖尿病診療と内分泌疾患に対して、丁寧に、高い
専門性をもって診療を行っています。また、地域に還元することをモットー
にそれぞれのエキスパートが調和のとれた協力体制を築いて対応してい
ることが当診療科の最大の特徴です。ご紹介いただいた症例に対して、
丁寧な返書で病態アセスメントを含めお返しすることを心がけています。
　糖尿病診療において、その病因や病態の把握を丁寧に行い、看護
師、管理栄養士、薬剤師、臨床検査技師、理学療法士、公認心理師な
どによるコメディカルと連携のとれたチーム医療体制は病院長賞も受賞
しており、非常に定評があります。また、1型糖尿病専門外来も有してお
り、最新機器をいち早く取り入れ、最先端の治療を行っております。さらに
糖尿病に関連する他科との連携を強く持ち、小児1型糖尿病のトランジ
ション、妊娠時の糖尿病管理、周術期管理、臓器移植後管理、膵腎同
時移植などに積極的に関わっています。
 当科は専門的に肥満症診療も積極的に行っており、肥満栄養外来、
減量外来を有し、肥満減量入院や肥満症に対する手術体制との連携

も有しております。
 内分泌診療において、下垂体疾患、副腎疾患、骨Ca代謝性疾患、性
腺機能異常、甲状腺疾患、神経内分泌腫瘍や遺伝性内分泌疾患など
幅広い経験を活かし、病態評価と治療方針を打ち出した上で、できるだ
け地域での診療に繋げられるように努めています。特に下垂体疾患に対
しては、不明な病態に対する新たな疾患概念の確立など、国際的にも高
い評価を得ており、脳神経外科との強い連携体制を築いています。副腎
疾患においても、泌尿器科との緊密な連携体制を築いており、専門性の
高い診療体制を構築しています。また当科は、骨・カルシウム代謝異常症
に対する伝統的な診療体制を持ち、骨粗鬆症診療においては整形外
科、歯科口腔外科、リハビリテーション科、腎臓内科との連携を、副甲状
腺に対しては耳鼻咽喉・頭頸部外科との連携を築いています。甲状腺癌
診療においても耳鼻咽喉・頭頸部外科との連携を行っており、放射性ヨ
ウ素内用療法が使用できる体制を持っています。また、成長障害の診断
と治療では多くの実績を有しており、先進医療に認可されています。

■ 診療科の体制と内容

私どもは、学会などで効果が確認された最新の治療法に
積極的に取り組んでいます。
●長時間ビデオ脳波モニタリングによるてんかんの診断・てんかん外科
の術前評価
●アルツハイマー病による軽度認知障害または軽度の認知症に対す
る疾患修飾療法（レカネマブ、ドナネマブ）
●パーキンソン病に対するレボドパ・カルビドパゲル持続経腸投与療
法、ホスレボドパ・ホスカルビドパ水和物持続皮下注療法
●脊髄性筋萎縮症（SMA）に対するアンチセンス核酸医薬（ヌシネル
セン）髄注療法
●筋萎縮性側索硬化症（ALS）に対する疾患修飾療法（エダラボン、
ロゼバラミン、クアルソディなど）
●免疫介在性ニューロパチーの進行抑制を目的とした免疫グロブリン
製剤の慢性静注療法、皮下注療法
●多発性硬化症（MS）や視神経脊髄炎(NMO)に対する疾患修飾療
法（ナタリズマブ、オファツムマブ、サトラリズマブなど）
●重症筋無力症（MG）の難治例に対する疾患修飾療法（エクリズマ
ブ、エフガルチギモドなど）
●視神経脊髄炎・重症筋無力症などの免疫性神経疾患に対する血
液浄化療法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  など

●認知症（軽症例）、多発性硬化症、自己免疫性辺縁系脳炎を対象
にした治験の被検者を募集しています。
●てんかんの的確な診断・治療や難治症例の術前評価を積極的に
行っていますので、若年・高齢発症問わずご紹介ください。
●これら患者さんのご紹介は、患者支援センター地域連携部門宛てに
FAX用紙のメモリー外来（脳神経内科）やてんかん外来、神経免疫
疾患外来にチェックをしてご依頼ください。

診療科・部門 
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（専門分野） 脳神経内科一般、神経免疫疾患

専門医など資格

日本内科学会総合内科専門医・指導医
日本神経学会神経内科専門医・指導医
日本臨床免疫学会免疫療法認定医
日本神経免疫学会神経免疫診療認定医

地域医療機関の先生方へ!"#$%&
　インスリンポンプ療法 (SAP/AID)、持続血糖測定器（CGM）などの
最新の機器をいち早く取り入れ、多くの糖尿病患者さんに応用してい
ます。減量が必要な肥満症の患者さんに対して、包括的な肥満症治
療を行っています。インスリン抵抗症に対する新たな治療手段の検討
などを行っています。下垂体の病気に対する診断治療には定評があ
り、癌や胸腺腫などの別の疾患が原因となる下垂体機能低下症など、
新たな疾患も明らかにしています。またQOL指標を用いてその改善を
重視した診療を行っています。特に成長ホルモン治療やクッシング病に
対する内科治療は多くの実績を有し、エビデンスを発信しています。ま
た骨代謝疾患に対する最新治療も行っています。

　糖尿病の初診における病気の理解を推進する支援入院、病態のア
セスメント、治療法の方針決定などお気軽にご紹介ください。
　内分泌疾患について、診断の確定や今後の方針、必要に応じた連
携治療を行いますので、疑う患者さんがおられましたらお気軽にご紹介
ください。副腎腫瘍なども1cm以上の腫瘍があればまず対応させてい
ただきます。

連絡先
担当医 福岡 秀規

TEL 078-382-5861

受付時間 9:00～17:00

E-mail soki@med.kobe-u.ac.jp 左右木 淑惠（医局秘書）

担当医

連絡先
尾谷 真弓

078-382-5885（医局）
078-382-5264（予約専用）

受付時間

TEL

8:30～17:00

※脳神経内科の初診外来は完全予約制です。恐れ入りますが、
紹介状をご用意いただき、FAX予約をお願いいたします。ただし
緊急性がある場合はこの限りではありませんので、お電話で別
途ご連絡ください。

■専門外来
どの外来も脳神経内科全般の診療に対応します。以下の専門分野の診療も行っています。

●てんかん外来

●メモリー外来

●神経免疫疾患外来

尾谷、的場（健）

古和、関口、関、的場（健）、森本

千原、古東

　糖尿病・肥満外来（廣田、淺原、菅原、前田、山田、穂積、芳村）、内分泌外来（福岡、坂東、高橋）に加え、肥満栄養外来（高橋）、減量外来、1型糖
尿病専門外来（廣田）を行っています。
　成長障害の診断と治療では多くの実績を有しており、先進医療に認可されています。

■専門外来
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